
学校番号 １００2 

令和 3年度 国語科 

 

教科 国語 科目 
国語総合（古

典） 

単位

数 

４単位のうち

２単位 
年次 １年次 

使用教科書 高等学校 改訂版 国語総合 （第一学習社） 

副教材等 
ビジュアルカラー 国語便覧（大修館書店） 

新版 核心古文単語 351（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等）  

古典を「難解だ」「現代において、学ぶ意義がわからない」と拒絶せずに、昔の人々も現代人と

同じようなことで悩み、喜んでいたと共感したり、当時の価値観や文化に対して違和感を覚えた

りすることで、感受性や言語感覚を養ってほしい。 

まずは、古典の文章に慣れるため、口に出して読み、単語を覚え、現代との文法の違いを丁寧に

確認しながら進めていくことで、基礎的な力を身につけよう。その上で、文章の内容や心情を理

解していくことが大切だ。覚えるべきことが多く、時間がかかる科目であるが、「時間をかけた

り、工夫したりしながら学べば、知識や能力は必ず高まる。」と思って、頑張ってほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

古典文学を的確に理解する能力を育成し、言語・風俗・習慣を含めた現代に至る日本文化の

継続性、関連性を学び、今後に伝える知識や能力を高める。また、読解だけでなく、心情理

解や時代背景を考察・発表し、伝え合う力を高めるとともに、創作等で思考力や想像力を伸

ばし、心情を豊かにする。国語を尊重して、その向上を図る態度を育てる。到達の確認はス

モールステップとしての小テストと定期考査等を用い、調べ学習、発表等のグループワーク

等を通じて生徒自身が学びを進める姿勢を引き出したい。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 ｂ：読む能力 ｃ：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典文学の世界、昔の日本を知る

ことに対する意欲を高めるとと

もに、現在の言語文化との関連性

への関心を深め、国語を尊重し、

その向上を図る。 

文章を的確に読み取り、目的に応

じて幅広く読むことで、自分の考

えを深め、発展させる。読むため

に必要な単語、文法の力を高め

る。用言の定着。 

古典文学の世界について広く学

び、伝統的な言語文化及び習慣、

風俗の違いや変遷などについて

理解し、知識を身につけ、現代と

の関連性を知る。 

主
な
評
価
方
法 

・行動の観察 

・発表の観察 

・記述の点検 

・レポート等 

・記述の確認及び分析 

・定期考査 

・ワークシート 

・小テスト 

・行動の観察 

・記述の確認 

・定期考査 

・ワークシート 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 
  

前
期 

 

古
文
入
門 

教材 

「児のそら寝」 

「絵仏師良秀」 

歴史的仮名遣い 

動詞 

古文単語 

関連文学史 

○ 

 

○ 

 

○ a:自己とは異なる時代の作品を関

心を持って読み深めようとして

いる。 

b:登場人物の性格や心理を正確に 

読み取り、自分自身にひきつけ 

て考え、意見を発表し、共有す 

る。 

c:古文を読むことに役立つ文語の 

きまりを身につけている。 

行動観察 

発表観察 

記述点検 

レポート 

小テスト 

ワークシート 

ノート 

グループワーク 

 

物
語
・随
筆 

教材 

『伊勢物語』 

『徒然草』 

和歌の修辞 

動詞・形容詞・形容動詞 

古文単語 

関連文学史 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

a:自己とは異なる時代の作品を関

心を持って読み深めようとして

いる。 

 和歌の修辞を通して、日本語の

豊かさや面白さに気づく。 

b:登場人物の性格や心理を正確に 

読み取り、自分自身にひきつけ 

て考え、意見を発表し、共有す 

る。 

c:古文を読むことに役立つ文語の 

きまりを身につけている。 

行動観察 

発表観察 

記述点検 

レポート 

小テスト 

ワークシート 

ノート 

 

漢
文
入
門 

教材 

「訓読に親しむ」 

「故事成語」 

返り点 

置き字・再読文字 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:我が国の言語や文化の基となっ

た中国文化を関心を持って受容

しようとしている。 

b:正確に読み取り、文の述べんと 

する内容を理解しようとし 

ている。 

c:漢文を読むことに役立つきまり 

を身につけている。 

行動観察 

発表観察 

記述点検 

レポート 

小テスト 

ワークシート 

ノート 

定期考査 

後
期 

 

日
記
・俳
諧 

教材 

『土佐日記』 

『奥の細道』 

助動詞 

古文単語 

関連文学史 

 

○ 

 

○ 

 

 

○  

 

a:自己とは異なる時代の作品を関

心を持って読み深めようとして

いる。 

b:登場人物の性格や心理を正確に 

読み取り、自分自身にひきつけ 

て考え、意見を発表し、共有す 

る。 

c:古文を読むことに役立つ文語の 

きまりを身につけている。 

行動観察 

発表観察 

記述点検 

レポート 

小テスト 

ワークシート 

ノート 

 



 

漢
詩 

教材 

「唐詩の世界」 

漢詩のきまり 

関連文学史 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:我が国の言語や文化の基となっ

た中国文化を関心を持って受容

し、作品に描かれた世界観を味

わおうとしている。 

b:正確に読み取り、内容を理解し 

ようとしている。 

c:漢詩を読み味わうことに役立つ 

きまりを身につけている。 

 

行動観察 

発表観察 

記述点検 

レポート 

小テスト 

ワークシート 

ノート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:読む能力 

c:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


